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研究成果の概要（和文）：　本研究においては、地域在住で自立した生活を営む独居高齢者の孤独と睡眠の質の
低下に関連する要因として、フレイルと人間関係の検討を行うことを目的とした。コロナ禍の影響下にあり対面
式の調査に制約があったが、文献レビューとインターネットの調査により、睡眠の質の低下群とフレイルとの関
連性を見出した。さらにフレイルの早期発見のために、睡眠の質と治療中の疾患数、DRACE(摂食・嚥下障害スク
リーニング）、GDS(抑うつ）、会話頻度、相談相手を評価する必要性があると考えられた。また独居の高齢者と
睡眠の質や人間関係の特性を見出すことはできなかったが、社会的な関係を検討する必要性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：　The purpose of this study was to examine frailty and relationships as 
factors associated with loneliness and poor sleep quality among community-dwelling, 
independent-living, single elderly persons. Although the face-to-face survey was limited due to the 
effects of the Corona disaster, a literature review and Internet survey revealed an association 
between the poor sleep quality group and frail. Furthermore, there was a need to assess sleep 
quality and the number of diseases under treatment, DRACE (dysphagia screening for eating and 
swallowing disorders), GDS (depression), frequency of conversation, and consulting partners for 
early detection of frailty. Although it was not possible to find sleep quality and relationship 
characteristics with older adults living alone, the study suggested the need to examine social 
relationships.

研究分野：高齢者ケアリング学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、独居の高齢者の孤独感や睡眠の質と会話交流の関連性を探る検討を行ったが、これにより睡眠の質
に関連する要因として、一日の会話の回数が少ないこと、重要な事案に対する相談相手が見出された。これらの
人間関係が治療中の疾患数やGDS(抑うつ)にも関連し、フレイルの発見に活用できると考えられた。これまで高
齢者の人間関係を主要な要因として扱う社会的なフレイルについて、具体的な検討が少なかった。しかし会話交
流などが、フレイルの発見と介護の予見性を高める要因となる可能性が見出された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

(1) 研究着想に至った背景と経緯： 高齢者の地域社会や家庭内での孤立・孤独などの背景にあ

る人間関係の希薄さが、死亡率の高さにまで言及され指摘されてきた（高齢社会白書、2017 年）。

一方、高齢者の 3 割にも及ぶ不眠に対して、高齢者ケアからのアウトカムを示した報告は少な

い。これらの「孤独」「不眠」「会話の乏しさ」等の連動する問題の解決を急ぐ必要がある。 

 

(2)  研究の意義：「社会活動への参加や交流に対する脆弱性が増加している状態」を「社会的

フレイル」としているが、統一した定義や基準はない（Satake、2017）。社会的フレイル」の観

点から、本研究の焦点である独居、孤独感、不眠と会話交流に関連性を明らかにしていく必要性

がある。 

 

2. 研究の目的 

本研究は独居の高齢者の孤独や孤立そして不眠の問題を構造的に捉え、日常的な会話による

ケアの可能性を探究するものである。しかしコロナ禍にある現状を踏まえ、対面式の調査方法を

修正した研究計画とした。独居の高齢者の孤独感や不眠を改善するために、 回想法を用いた高

齢者への「ナラティブ睡眠ケアプログラム」の効果を検討することを目的とした。第一に文献レ

ビューにより高齢者の会話・回想法による睡眠の質への影響に関する介入研究について、有用な

論文を抽出した。第二にインターネットを用いた質問紙調査により、高齢者の抑うつや自殺率の

高い北海道に注目し、孤独感と睡眠の質に関連する要因を明らかにした。第三に、地域在住の日

本人高齢者を対象に、独居世帯を含めて睡眠の質の低下に関連するフレイルと人間関係につい

ての検討を行った。 

 

3. 研究の方法 

(1)研究１：高齢者の会話・回想と睡眠に関する介入研究についての文献レビュー 

主要な文献データベース（PubMed、 CINAHL、 the Cochrane Controlled Trials Register、 

Web of Science、 医中誌）を用いた。検索ワードは“old people”AND(sleep OR insomnia)AND 

( conversation OR life review OR reminiscence)とした。検索期間は 2000 年から 2021 年で

あり、文献は、会議録や定性的研究を除外し、会話・回想などの介入により睡眠の評価をしてい

ることを選択条件に検索した(検索日：2021 年 3 月 10 日)。 

 

(2) 研究 2 ：北海道の高齢者の孤独感      

本報告は高齢者の孤独感について筆者らが取組んできた研究の成果をふまえ、高齢化率や自

殺率が全国平均を上回る北海道の高齢者に注目し、横断研究により関連性を検討した。 

1) 研究参加者 

北海道内で自立した生活を営む 65 歳以上の高齢者（要介護認定者を除く)、41 人を対象とし

た。参加者の条件として、次の 3 点の事項に該当しないことを確認した。① 要介護 1～5 の認

定、②認知症の診断、③ 応答、指示動作の理解や行動に問題。 

2) 研究デザインと調査項目、研究期間 

インターネットを用いたアンケート調査を実施した。調査内容は、基本属性、外出頻度、 基

本チェックリスト、日本語版 Pittsburgh Sleep Quality Index ( PSQI-J )、治療中の疾病数

(疾病数)、日本語版 Geriatric Depression Scale15（GDS :抑うつ）、SF-8 サマリースコア（PCS ：

身体的健康、MCS ：精神的健康）、日本語版 University of California 、Los Angeles loneliness 

Scale ( UCLA-J :孤独感尺度 )、会話の頻度、趣味と運動教室への参加であった。研究期間 2021

年 6 月～同年 7月 

3）統計解析 



孤独感尺度得点の中央値から高低の 2群(高得点群、低得点群)に分け単変量解析を行い、さら

に効果量を算出した。また従属変数は同得点の 2値（≧42＝１、＜42＝０）を用い、説明変数は

性別(男性)、疾病数、MCS、 趣味と運動教室とし、2項ロジスティック回帰分析を行った。 

 

(3) 研究 3 ：日本人高齢者の睡眠の質の低下に関連するフレイルと人間関係 

コロナ禍にある状況を考慮し、インターネットを用いたアンケート調査による横断研究を実

施した。調査内容は、基本属性、外出頻度、 基本チェックリスト、治療中の疾病数(疾病数)、

GDS 、PCS 、MCS 、UCLA-J 、会話の頻度、趣味と運動教室への参加であった。 

回答が得られた500人により睡眠の質を2群（PSQI-J Score≧5.5＝low-sleep quality、

＜5.5＝High-sleep quality）に分けた。また、2項ロジスティック回帰分析により、睡眠の質の

低下に関連する要因(p＜0.05)として、年齢、治療中の疾患数、DRACE、GDS、 会話頻度と重要な

事の相談相手(配偶者)を抽出した。これらの変数について、VIFにより多重共線性なしと判定し

た（ VIF=I/(I-R2) ）。ロジスティック回帰分析のモデルの適合についてはHosmer - Lemeshowの

検定を用いた。統計処理はSPSS(IBM Statistics Ver。 28)を用い、有意水準は5％未満とした。 

以上の研究について、筑波大学医の倫理委員会の承認を受けて実施した（通知番号1623－5） 

 

4．研究成果 

(1) 研究１：高齢者の会話・回想と睡眠に関する介入研究についての文献レビュー 

社会的フレイルは、Makizako(2015)により検討された次の 5つの質問により評価した。これ

らのうち 2項目以上該当した場合を社会的フレイルとした。その結果、社会的フレイルと判定

されたものは睡眠時間 9時間以上が多く、この群は独居以外の 4項目との有意差が見出された。 

また目的に適合した論文は 2件(RCT1 件)であった。(表 1) 

 

表 1 文献リスト：高齢者の会話・回想と睡眠に関する介入研究 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                        「松田ひとみ： 2021」表 2より引用 

 

 

 

「松田ひとみ： 2021」表 2より引用 

 

   



(2) 研究 2 ：北海道の高齢者の孤独感 

北海道内在住の自立した生活を営む 41 人（男性 16 人、女性 25 人、平均年齢：72.92±6.26

歳 ）から回答を得て解析対象とした。孤独感尺度得点の中央値は 42(最小 25～最大 58)、平均

値は 41.32±8。11 点であった。14 人( 34.1％)が高得点群（ 46.25±3.32 ）であり、27 人

( 65.9% )が低得点群（36.62±8.58）であった。2群間に有意差がみられたのは、疾病数、MCS、

趣味と運動教室への参加であった(表 2)。疾病数が多いほど孤独感尺度得点が低い結果は、通院

時の外出や医療の場における人間関係、あるいは受療により安心感や満足感が高まる可能性が

あると考えられた。高齢者にとって、かかりつけ医など地域医療が果たす役割の大きさが示唆さ

れた。またロジスティック回帰分析の結果、孤独感に関連する要因は、MCS と趣味と運動教室へ

の参加が抽出された(表 2)。各々のオッズ比 ( 95％CL LL-UL )は、MCS: 0.803 ( 0.656-0.982 )、 

趣味と運動教室への参加 0.145 ( 0.027-0.79 )であった(表 3)。 

 

表 2北海道の高齢者における孤独感尺度得点高低群の比較 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    「松田ひとみ、他. 2023」より引用 

 

孤独感高群は趣味と運動教室への参加 

が少なく、社会的な交流の機会が乏しい 

背景を探る必要があると考えられた。 

また基本チェックリストの質問項目の 

うち、外出の週 1回未満が該当する。 

本研究では孤独感高群の得点は  

46.25±3.32 であり、上述の報告を上回 

るが、外出回数との関連性はみられなか 

った(表 2)。北海道の自然環境は厳しさ 

をふまえ、高齢者の外出や交流を促進す 

る対策が必要である。 

 

「松田ひとみ、他. 2023」より引用 

 

 

表 3 北海道の高齢者の孤独感に関連する要因 



(3) 研究 3 ：日本人高齢者の睡眠の質の低下に関連するフレイルと人間関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

「Matsuda, H.; et al 2023」より引用 

(4) 研究の限界として、インターネットによる調査であり、特定のツールを利用しているモニ

ターであることとサンプル数も少なく、自立した日本の高齢者として一般化することはできな

い。 

 

(5) 本研究においては独居世帯を含めて睡眠の質の低下に関連するフレイルと人間関係につい

ての検討を行った。地域在住で自立した生活を営む高齢者であるが、low-sleep quality group

は既にフレイルの状態であり、要介護への移行を阻止するための対応を必要としていた。フレイ

ルの早期発見のために、睡眠の質の評価とその関連要因として見出された年齢、治療中の疾患数、

DRACE、GDS、会話頻度と重要なことの相談相手が役に立つ可能性があると考えられた。また独居

の高齢者と睡眠の質や人間関係の特性を見出すことはできなかったが、心身社会的な条件別に

検討する必要性が示唆された。 
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